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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

日本国内においてインターネットの利用者数は

10 年間で 5 倍に増えており，あらゆる年齢層に爆発

的に普及している[1]．一方で，一般的に初心者ユー

ザは Web 検索に必要な知識が十分でない． 

 本研究では，複数の正解ページが存在するような

検索を対象に，初心者ユーザの支援を行うための

Web ページ推薦手法を提案する．提案手法はユーザ

の検索結果と，ユーザが提示した正解ページを用い

て，正解ページに類似した Web ページのリストを推

薦する．提案手法を実装し，被験者実験によって有

効性の確認を行う． 

2.2.2.2. システムシステムシステムシステム    

本研究では，TF-IDF 法と形態素解析を利用して

Web ページを特徴づける単語を抽出，ページ間類似

度を測定することで類似ページを推薦する．以下で

それらの手法について説明する． 

2.1.2.1.2.1.2.1.日本語日本語日本語日本語形態素解析形態素解析形態素解析形態素解析    

文書に含まれる単語の出現回数を数えるためには，

その文書から自動で単語を抽出しなくてはならない．

本研究では，Web ページから自動で単語を切り出す

ために，日本語形態素解析を用いる．形態素解析と

は，自然言語で書かれた文章を形態素という言語の

中で意味を持つ最小単位に分割し，それぞれの品詞

を特定する[3]手法である． 

 本研究では，この形態素解析を自動で行うために，

日本語形態素解析エンジン MeCab を用いる． 

2.22.22.22.2.TF.TF.TF.TF----IDFIDFIDFIDF 法法法法    

TF-IDF 法とは，ある文書の集合（文書セット）

の中に含まれる一つの文書に注目したとき，その文

書が文書セットの中でどういった単語(term)で特徴

付けられるか調べる手法である． 

 この手法では，1)注目している文書にある単語が

何度出現するかを表す TF(Term Frequency)と，2)そ

の単語が文書セット中のいくつの文書に含まれてい

るかを表す DF(Document Frequency)の逆数の対数を

とった IDF(Inversed DF)の二つの値に注目する．ある

文書中に含まれる単語ごとの特徴度(その単語が特

定の文書をどの程度特徴付けているかを示す値）を

式(1)を用いて算出する． 
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tf-idfterm,doc:文書 doc の中における単語 term の TF-IDF 値 

tfterm,doc:文書 doc の中における単語 term の出現回数 

dfterm:文書セット全体に含まれる，単語 term が含まれる文書数 

N:文書セットに含まれる文書の総数 

この式で算出される TF-IDF の値は，高ければ高

いほどその単語の特徴度が高いことを示している． 

本研究ではこの TF-IDF を用いて，複数の Web ペ

ージ間の類似度を測定する． 

2.3.2.3.2.3.2.3.提案手法提案手法提案手法提案手法 

前節までに説明した方法を用いて，ユーザの提示

した正解の見本データから，類似ページを推薦する

システムを提案する． 

図 1 に提案システムの概要図を示す． 

提案手法では，まず，検索結果の中からユーザが

見本にしたいページ（たとえば，大和郡山市の中華

店 A）と，検索結果で上位に表示された Web ページ

をデータベースとしたもの（「郡山 中華」で検索し

た結果の Web ページ群）を入力とし，それぞれの

Web ページを形態素解析にかけ，出てきた単語に対

して TF-IDF を用いて特徴語の抽出を行う． 

次に，見本ページとデータベースに含まれる Web

ページの特徴語の一致度から見本ページとの類似度

を算出し，データベース内の Web ページを類似度順

に整列して推薦する． 

 この手法では，TF-IDF の算出に用いるデータベ

ースを検索結果から作成する．そのため，検索結果

の中でよく用いられる語（「中華」や「郡山」）は

TF-IDF 値が低くなり，見本ページの特徴語から取り 



図図図図 1111．．．．提案提案提案提案システムシステムシステムシステムのののの概要図概要図概要図概要図    

 

除かれる．一方，ユーザが検索結果からそのページ

を選択した要因を示す単語（例えば「ラーメン」）は

TF-IDF 値が高くなるため，特徴語として選択され

る． 

本研究では，提案手法を Linux 上で動作するシス

テムとして実装し，システムの有効性を確認する為

に，設定したタスクに基づいて被験者実験を行った． 

3.3.3.3. 実験実験実験実験    

 実験は，5 つのタスクを設定し，インターネット

の利用経験が 3年以上ある 10人(男性 9人，女性 1

人)を対象にして行った． 

実験では，各タスクで指定されたキーワードを 

Googleで検索した結果を被験者に提示し，そこに含

まれるページが，タスクで設定された検索目的にど

の程度沿っているかを選択式のアンケートで答えて

もらう．アンケート結果を，同じタスクをわたした

ときの推薦結果と比較して，被験者の回答とシステ

ムの結果がどの程度一致するか分析する． 

分析においては，システムが推薦したページと被

験者が検索目的に一致していると判断したページが

どの程度一致しているかをあらわす精度(precision)

と，被験者が検索目的に沿うと回答したページのう

ちどのぐらいを推薦できているかをあらわす再現率

(recall)を求めた． 

4.4.4.4. 結果結果結果結果    

アンケートを実施した結果得られたデータを，表 1

に集計した．この表は，横が被験者の回答，縦がシ

ステムの推薦結果をあらわす． 

結果，システムの精度は 0.603 で，推薦全体の 60%

が有用であり，推薦したページが被験者にとって不

要であることは少ないことがわかった．一方，    

表表表表 1111．．．．実験結果実験結果実験結果実験結果のののの集計表集計表集計表集計表    

  有用 不要 合計 

推薦する 241 159 400 

除去する 234 566 800 

合計 475 725 1200 

 

再現率は 0.507 と，被験者が有用と判断したデータ

のうち半分は取りこぼしていた． 

 システムは，被験者の要求に沿った動作をしてお

り，また不要な Web サイトを除去する能力が高いが，

有用な Web サイトを推薦しきれていないといえる． 

 また，被験者の回答とシステムの推薦結果の間に

関連性があるかどうかを統計的に評価する為，χ2

検定を行って検証した．検定の結果，システムの推

薦結果と被験者の回答の間に有意水準 99%で有意

な関連が見られ，システムの推薦結果が有用である

ことが示唆された． 

5.5.5.5. おわりにおわりにおわりにおわりに    

本研究では，複数の正解ページを持つ検索の支援

を目的に，TF-IDF 法と形態素解析によって，ユーザ

の提示した見本ページに類似した Web ページを推

薦するシステムを提案した．またシステムの実装を

行い，被験者実験による有効性の確認を行った． 

その結果，このシステムを用いることでユーザの

提示した見本ページに基づいて，目的とするページ

を推薦することができることを示した． 

本研究では，実験に著者が主観で定めたタスクを

用いた．今後，検索エンジンの有効性を確認するた

めの文書セットデータベースである NTCIR のテス

トコレクション[4]を用いた実験を行うことで，より

有効性の高い評価が可能になる． 
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